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公益社団法人佐倉市観光協会 

会 長  小 川 勝 寛 

 

佐倉市観光協会は、歴史や自然環境などを活かしたイベント等を企画し、広く佐倉市を紹介する

ことを最大の使命と捉えながら、佐倉市の観光振興を目的として昭和 32年に発足して以来、佐倉市

民や佐倉市を訪れる方々に、「佐倉市」を紹介することを最大の使命として歩んできました。 

平成元年には、千葉県知事の許可を得て、社団法人佐倉市観光協会となりました。そして平成 20

年に国の公益法人改革に伴い、千葉県知事より移行認定を受け、平成 25年 4月 1日より公益社団法

人佐倉市観光協会として、新たな歩みを始めました。新制度移行より早や 11年目を迎え、公益社団

法人としての観光協会の役割と使命を再認識する中で、佐倉市の観光振興と佐倉市を訪れる多くの

旅行者ため、組織の充実に努めてまいります。 

佐倉市がもつ豊かな歴史的遺産と文化・自然資産を広く紹介するとともに、これらを活用した各

種イベント等を開催し、佐倉市民及び佐倉市を訪問する人々に市の魅力を十分に伝え、楽しさ、面白

さ、おもてなし等を提供し、地域文化の向上及び地域経済の発展に貢献し、北総地域の中心的観光都

市としての佐倉市の発展に寄与することを目標とします。 

さらに、佐倉市の観光振興の将来像として策定された、佐倉市観光グランドデザインの基本理念

に掲げられた歴史の趣き、自然の恵み 『となりの観光地・佐倉』～気軽に、繰り返し、楽しめるま

ち～の実現に向け、佐倉市の協力のもとに、市民・企業・各種団体等と連携して、交流人口の増加

が図れるよう、佐倉市観光グランドデザインに掲げられた方針、施策に基づいて、公益法人として

の事業を展開し、協会の役割を確実に果たしていけるように努めてまいります。 
特に佐倉市が主催する「佐倉フラワーフェスタ」事業が引き続き展開されますので、『佐倉チュー

リップフェスタ』の充実とこれらに関連する事業等の円滑な運営に努めてまいります。また、佐倉商

工会議所、国立歴史民俗博物館、DIC川村記念美術館等との連携を強化する中で各種イベントの充実

と会員増を図ってまいります。 

印旛沼湖畔には、佐倉ふるさと広場を中心に本格的なオランダ風車「リーフデ」やサイクリングロ

ードなども整備され、春にはチューリップ、夏にはひまわり、秋にはコスモスが咲き揃い、印旛沼に

は遊覧船が周遊しています。 

このように佐倉市には自然とのふれあいの場、歴史的遺産と伝統文化の場があり、新しい時代の

観光に大きな可能性を備えています。 

佐倉市観光協会は、多様化する観光需要に応えながら、自らも新たな情報を発信して、佐倉市のま

ちづくりの一翼を担い、新たなふるさと佐倉の創造に寄与していきたいと思っています。 

より多くの関係者の皆様のご協力をいただき、さらに大きな飛躍を目指してまいりますので、何

卒一層のご指導、ご協力を賜りますようお願いいたします。 

 

概要 

１． 名 称：公益社団法人 佐倉市観光協会 

２． 事務所：〒285-0014 千葉県佐倉市栄町 8番地 7 

３． 会員数：216会員（令和５年３月３１日時点） 

４． 役職員：理事 20名（会長 1名 副会長 3名 専務理事 1名）・監事 2名 

５． 事 業：公益事業 収益事業 
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公益社団法人佐倉市観光協会 会員の入会、退会等に関する細則 

 

（目的） 

第１条 この細則は、公益社団法人佐倉市観光協会（以下「本協会」という。）の会員規程

（以下「規程」という。）に基づき会員の入会、退会等に関して必要な事項を定める。 

 

（適用範囲） 

第２条 この細則の適用範囲は、規程第２条第１項に定める正会員及び賛助会員に適用す

る。 

 

（入会手続） 

第３条 本協会に加入しようとするものは、入会申込書（様式第１号又は様式第２号）に誓

約書（様式第３号）を添えて会長に提出し、理事会の承認を得なければならない。 

２ 会長は、理事会において入会の可否を決定したときは、その結果を速やかに入会決定通

知書（様式第４号）により、入会申込者に通知するものとする。 

 

（会費の納入）  

第４条 本協会に入会した会員は毎年度、別に定める会費を納めなければならない。 

２ 会費の納入方法は、原則として、会員が指定した金融機関の口座引き落とし又は本協会

の口座への振り込みのいずれかとする。 

３ 会費の納入に係る経費は、会員が指定した金融機関の口座引き落としを除いて会員の

負担とする。 

 

（退会手続き） 

第５条 本協会を退会入しようとするものは、退会届（様式第５号）を会長に提出しなけれ

ばならない。 

 

（補則） 

第６条 この細則に定めるもののほか、この細則の実施に関して必要な事項は、会長が別に

定める。  

 

附則 

１ この細則は、平成２５年５月２３日から施行する。 
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様式第２号 

 

会員入会申込書 

 

  年  月  日 

 

公益社団法人佐倉市観光協会 

会  長        あて 

 

住所 〒                    

 

法人名（事業所名）               

又は氏名（代表者名）            ㊞ 

                                        

                                    業種名：                   

電話番号：                  

FAX番号：                   

ｍａｉｌ：                  

 

 私は、この度公益社団法人佐倉市観光協会の目的に賛同し、貴協会の会員として次により

入会したいのでここに申し込みます。 

１ 誓約書  別紙のとおり   

２ 年会費  口数         口   

       金額         円 

       納入方法       口座引き落とし・振り込み 

                  （いずれかに○をつけてください。） 

 

 

会員番号 

 

取扱担当者 

 

会  長 専務理事 統括主任 係  員 係  員 
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様式第３号 

誓約書 

 

  年  月  日 

 

公益社団法人佐倉市観光協会 

会  長        あて 

 

住所 

 

法人名（事業所名） 

又は氏名（代表者名）            ㊞ 

                                        

                                       

 

  私は、この度、貴協会へ入会申込書を提出するに当たり、下記の事項に適合しているこ

とを誓い、かつ今後とも貴協会の定款などの定めを遵守することを誓約します。 

 

記 

１ 成年被後見人又は被保佐人でない者であること。 

２ 各法律の規定に違反して刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けることがな

くなるまでの者でないこと。 

３ 前号に該当する者を除くほか、禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行

を受けることがなくなるまでの者でないこと。 

４ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第６項に規定する暴力団員

（以下この項において「暴力団員」という。）又は暴力団員でなくなった日から５年を

経過していない者でないこと。 

以上 
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